薬理過去問

４枚目以降は選択問題。０４年度薬理学本試と同じ問題です。

　01)
三歳の男児が抗ヒスタミン薬のpromethazineを高用量飲み込んだとして、


救命救急センターに搬入された。promethazineはpKa9.1の弱塩基性の


薬物である。同薬物は脳を含め、ほとんどの臓器に分布することができる。


診察すると心拍数100/分、血圧110/60mmHg、呼吸数20/分であった。


このpromethazineに関して、以下のどれがもっとも適当か。


(a)NH4Cl-の投与により、尿中排泄量は増加する


(b)NaHCO3の投与により、尿中排泄量は増加する


(c)胃のpHよりも血中のpHでの方がより多くの薬物がイオン化する


(d)胃より小腸からの吸収がより早い


(e)この場合、血液透析が唯一の療法である

解答）細胞膜は非遊離型（脂溶性）であるほど透過しやすく、薬物の吸収率が上がる。

Promethazineは弱塩基性の物質であり、ｐＨが低い状態ではイオンの状態で存在する割合が多く、胃での吸収は小腸における吸収よりも劣る。したがって、（d）

　02)
アスピリンはpKaが3.5の弱酸性の化合物である。胃のpHが2.5の時


投与した薬物の何％が脂溶性の状態であるか

(a) 約１％　(b)約１０％　(c)約５０％　(d)約９０％　(e)約９９％　

解答）アスピリンは弱酸性の物質であり、pHが低い状態では脂溶性の状態で存在する。

pH=pKa+log［HA］/［H-］ したがって　10=［HA］/［H-］ よって（d）

　03)
気管支喘息の患者において、ロイコトリエンの気管支収縮活性を


アドレナリン作動薬のterbutalineに関して、以下のどれがもっとも適当か


(a)薬理学的なアンタゴニスト
(b)部分的アゴニスト


(c)生理学的なアンタゴニスト
(d)化学的なアンタゴニスト


(e)非競合的アンタゴニスト

解答）アゴニスト：内因性の化学情報伝達物質と同じ受容体を介して生理作用を現すもの。

　　 アンタゴニスト：受容体に結合するが生理作用を持たないもの。

　　部分的アゴニスト：受容体に結合し弱いながらも作用を示すのも。

アドレナリン作動薬はアドレナリンの受容体を介して作用を示すので（b）

　04)
患者Ａが重症筋無力症と診断された。主治医はneostigmineを


治療薬として選択したが、以下のどれが最も起こりうる現象か。


(a)気管支拡張

(b)毛様筋麻痺(調節麻痺)


(c)下痢


(d)アセチルコリンエステラーゼの非可逆的阻害


(e)胃酸分泌減少

解答）重症筋無力症に対してコリンエステラーゼ阻害剤を投与するときは、神経筋接合部でのニコチン性作用を期待している。このとき副作用として考えられるのはムスカリン作用であり、消化管平滑筋を収縮させ消化管の活動を亢進する。これによって下痢が生じる。

よって（c）

　05)
患者Ｂが気管支攣縮と低血圧を示すanaphylaxisと診断された。


主治医は以下のどれを治療薬として選択すべきか。


(a)Cortisol

(b)Epinephrine

(c)Isopreterenol


(d)Phenylephrine
(e)Norepinephrine
解答）血圧をあげ、かつ気管支も拡張できるのは（ｂ）のアドレナリン。ノルアドレナリンはβ2受容体作用が弱いので気管支を拡張できず、イソプロテノールでは血圧の上昇は起こらない。

　06)
摘出モルモット気管支をオーガンバスに吊るし、アセチルコリンで


収縮させたときの反応で正しくないのはどれか


(1)あらかじめアトロピンを投与すると収縮は減弱する


(2)十分量のアトロピンで収縮が減弱してから再度アセチルコリンを


　 投与しても収縮は増強しない


(3)最大反応を引き起こす量のAChによる収縮はアトロピンで制御されない


(4)一定量のアトロピン存在下ではAChの用量反応曲線は平行移動する


a.　(1)、(3)、(4)のみ
b.　(1)、(2)のみ
c.　(2)、(3)のみ


d.　(4)のみ

e.　(1)～(4)のすべて

解答）アトロピンはAchのムスカリン受容体競合拮抗阻害剤である。アトロピンを前投与しておくとAchの用量作用反応曲線は右に平行移動する。容量作用反応曲線を考えると（２）（３）が正しくない。

　07)
アセチルコリンによるモルモット摘出回腸収縮が最大に達したときに十分量の


アトロピンを投与したら収縮は消失した。その理由で正しいのはどれか


(1)AChの迷走神経節前線維終末の受容体への結合が阻止されたため


(2)AChの分解が促進したため


(3)AChの迷走神経節後線維終末からの放出量が減少したため


(4)AChの回腸平滑筋の受容体への結合が阻止されたため


a.　(1)、(3)、(4)のみ
b.　(1)、(2)のみ
c.　(2)、(3)のみ


d.　(4)のみ

e.　(1)～(4)のすべて

解答）アトロピンはAchのムスカリン受容体競合拮抗阻害剤である。ムスカリン受容体が存在するのは、副交感神経の効果器（心臓、気管支、腸管、分泌線）と交感神経の汗腺などに存在し、ニコチン受容体は神経節および神経筋接合部に存在する。したがって（４）

　08)
アセチルコリンAChによるモルモット摘出回腸収縮反応に対し、十分量の


フィゾスチグミンを投与したら収縮は増強した。その時に起きている事で


正しいのはどれか


(1)AChの回腸平滑筋の受容体数が増大したため


(2)AChの分解が促進したため


(3)AChの迷走神経節後線維終末からの放出量が増大したため


(4)AChの回腸平滑筋の受容体への結合が増大した


a.　(1)、(3)、(4)のみ
b.　(1)、(2)のみ
c.　(2)、(3)のみ


d.　(4)のみ

e.　(1)～(4)のすべて

解答）フィゾスチグミンはコリンエステラーゼ阻害剤。Achの濃度が上昇するのでAchと受容体の結合が増加する。したがって（d）

　09)
プロプラノロールが結合する受容体が存在する部位はどこか


(1)心筋細胞
(2)動脈平滑筋細胞表面
(3)副交感神経節後線維細胞体


(4)気管支平滑筋細胞表面
　　　(5)自律神経節後ニューロンの神経細胞体


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(4)
c.　(2)、(3)、(4)


d.　(2)、(3)、(5)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）PPLはβ受容体遮断剤。β作用には①心臓の興奮②血管拡張③気管支拡張がある。（ｂ）

　10)
フェノキシベンザミンによって拮抗されるノルエピネフリンの効果はどれか


(1)冠状動脈拡張

(2)皮膚血管収縮

(3)心臓収縮力増大


(4)気管支平滑筋拡張
(5)散瞳


a.　(1)、(2)

b.　(1)、(3)

c.　(2)、(4)



d.　(2)、(5)

e.　(1)、(5)

解答）PBZはアルファ受容体遮断剤。α作用には①血管の収縮②瞳孔散大筋の収縮（散瞳）

よって（ｂ）

　11)
麻酔したウサギに以下の薬物をそれぞれ単独で静脈内に単回投与した


場合全身血圧を上昇させるのはどれか


(1)エピネフリン

(2)ノルエピネフリン
(3)イソプロテレノール


(4)アンギオテンシンⅡ
(5)アセチルコリン


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(4)
c.　(2)、(3)、(4)


d.　(2)、(3)、(5)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）エピネフリン、ノルエピネフリン、アンギオテンシンⅡは血圧上昇

　　　アセチルコリン、イソプロテノールは血圧下降　よって（ｂ）

　12)
以下の記載で正しいのはどれか


(1)麻酔ウサギに５μg/kgのアセチルコリンを静注すると全身血圧は下降する


(2)この下降はアトロピンを予め投与しておくと消失する


(3)アトロピン前投与後に大量(４mg/kg)のアセチルコリンを静注すると


　 全身血圧は一過性の下降後に増大する


(4)「(3)」の血圧増大はアトロピンと同時にプロプラノロールを前投与


　 しておくと拮抗される


(5)「(3)」の血圧増大はアトロピンと同時にヘキサメトニウムを前投与


　 しても拮抗されることはない


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(4)
c.　(2)、(3)、(4)


d.　(2)、(3)、(5)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）アセチルコリンを投与すると血圧は下降する。これはムスカリン受容体を介して起こる反応である。Achムスカリン受容体競合拮抗阻害剤であるアトロピンによりこの血圧下降は抑制できる。すると、ニコチン受容体を介する反応が顕著になり、副腎髄質からADが分泌され、また、交感神経節後繊維よりNorの分泌が起こり、血圧が上昇する。このとき降圧作用を持つ薬はα受容体遮断剤のPBZであり、PPLではない。

　13)
点眼すると散瞳を起こす薬物はどれか


(1)エピネフリン

(2)アトロピン

(3)フェノキシベンザミン


(4)ピロカルピン

(5)フィゾスチグミン


a.　(1)、(2)

b.　(1)、(3)

c.　(2)、(4)



d.　(2)、(5)

e.　(1)、(5)

解答）眼は①α受容体作用によって瞳孔散大筋が収縮して散瞳を起こし②ムスカリン受容体作用によって瞳孔括約筋が収縮して縮瞳がおこる。よって散瞳を起こす薬は、α受容体作動薬と、抗ムスカリン作用薬なので（ａ）

また、散瞳を引き起こす薬は眼圧を上昇させるので緑内障患者には禁忌。

　14)
胃酸分泌を抑制するのはどれか


(1)ピロカルピン

(2)シメチジン

(3)ピレンゼピン


(4)アンギオテンシンⅡ
(5)ブラジキニン


a.　(1)、(2)

b.　(2)、(3)

c.　(2)、(4)



d.　(3)、(4)

e.　(4)、(5)

解答）胃酸の分泌は①H2受容体を介したヒスタミンの作用および、ムスカリン作用による分泌腺の活性化によって促進され、②PGE2/PGI2の胃の保護作用作用によって抑制される。

よって、H2受容体拮抗薬のシメチジンと抗ムスカリン作用薬のピレンゼピン　（ｂ）

　15)レニンに関する以下の記載で正しいものはどれか


(1)レニンは腎のＪＧ細胞から分泌される


(2)血漿中のアンギオテンシノゲンに作用して活性のある


　 アンギオテンシンⅡを産生する


(3)交感神経刺激で分泌量が増大する


(4)急に立ち上がると分泌量が増大する


(5)ナトリウム摂取量を増やすと分泌量が増大する


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(3)、(4)
c.　(2)、(3)、(4)


d.　(2)、(3)、(5)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）レニンはアンギオテンシノゲンからAngⅠをつくり血圧の上昇に関与する。レニンが泌されるのはJG細胞であり、この細胞に分泌刺激が入ると分泌される。分泌刺激には

1 NaCl再吸収量の低下②糸体体内圧の減少③交感神経β１受容体刺激

があり、血圧の低下分泌刺激の原因となっている。（ｂ）

　16)
アンギオテンシン変換酵素阻害薬に関する以下の記載で正しいものはどれか


(1)アンギオテンシンⅠからアンギオテンシンⅡへの分解を阻害する


(2)キニンの生成を抑制する


(3)アンギオテンシンⅡの受容体拮抗薬である


(4)レニン活性を阻害する


(5)本態性高血圧の治療に用いられる


a.　(1)、(2)

b.　(1)、(3)

c.　(1)、(5)



d.　(2)、(5)

e.　(4)、(5)

解答）アンギオテンシン変換酵素（ACE）阻害剤はAngⅠからAngⅡへの変換を阻害する酵素であり、本態性高血圧の治療薬として利用されている。代表薬としてカプトプリルがある。また、キニンの分解を抑制する働きもあるが、合成は抑制しない。（ｃ）

17) 下記の３つの用量反応曲線について正しい記述の組み合わせはどれか
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受容体に対する親和性はＡより

 　Ｂの方が高い

(2)薬物の効力はＡよりＣの方が高い

(3)受容体に対する親和性はＣより

 　Ｂの方が高い

(4)薬物の効力はＡよりＢの方が大きい。

(5)ＢはＣよりも受容体に対する親和性は

 高く、効力も大きい


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(5)


c.　(1)、(4)、(5)
d.　(2)、(3)、(4)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）薬物と受容体の親和性が高い場合シグモイド曲線は左に平行移動する。また効力は最大反応速度が高いものほど強くなる。（ｅ）

18) 下記の図は以下のような条件での用量反応曲線である
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Ａ：受容体活性薬単独


Ｂ：受容体拮抗薬Ｂ存在下での活性薬


Ｃ：受容体拮抗薬Ｃ存在下での活性薬


これについて正しい記述の組み合わせ

はどれか


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(5)

c.　(1)、(4)、(5)
d.　(2)、(3)、(4)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）Ａに対してＢは非競合的な拮抗薬であり、Ｃは競合的な拮抗薬である。

　19)
コリン作動性神経に関する記述について正しい組み合わせはどれか


(1)副交感神経節後線維末端の効果器、交感神経節後線維末端の効果器や


　 運動神経筋接合部はコリン作動性である


(2)副交感神経支配臓器や汗腺（エクリン腺）はムスカリン受容体を、


　 一方自律神経節や副腎髄質クロマフィン細胞はニコチン受容体を


　 介して情報伝達される


(3)ムスカリン受容体は７回膜貫通型でＧタンパクと共益しており、


　 一方ニコチン受容体は５回膜貫通型でイオンチャネルを形成している


(4)副腎髄質クロマフィン細胞のアドレナン受容体が刺激されると


　 主にアドレナリンが放出される


(5)ムスカリン受容体を介する反応では、唾液分泌減少、腸平滑筋拡張、


　 血圧降下、心拍数増加などを生じる


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(5)
c.　(1)、(4)、(5)


d.　(2)、(3)、(4)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）１．交換神経節後繊維末端の効果器は、汗腺を除きアドレナリン受容体である。

２．正しい

３．正しい

４．正しい

５．Ｍ受容体作用は、心臓の陰性化、平滑筋収縮、分泌腺活性化、血圧下降

よって（ｄ）

　20)
コリン作動性神経に作用する薬物について正しい記述の組み合わせはどれか

(1)ピロカルピンはニコチン受容体よりもムスカリン受容体に作用する

(2)フィゾスチグミンやネオスチグミンは、コリンエステラーゼを

　 可逆的に阻害することによりアセチルコリンの作用を増強する

(3)有機リン化合物は、コリンエステラーゼと非可逆的に結合し、

その中毒の治療薬としてプラリドキシム（ＰＡＭ）がある

(4)コリン作動性である瞳孔散大筋は、ムスカリン受容体刺激薬

により収縮し、瞳孔は縮瞳する

(5)カルバコールなどのムスカリン受容体刺激薬により毛様体筋は

　 拡張し、その結果シュレム管は閉じ、眼圧は上昇する


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(5)
c.　(1)、(4)、(5)


d.　(2)、(3)、(4)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）１．正しい。

　　　２．正しい。

　　　３．正しい。PAMは有機リン酸と強く結合しコリンエステラーゼの活性を取り戻す

　　　４．コリン作動性であるのは瞳孔括約筋。コリン作動薬により縮瞳する。

　　　５．文様体筋はコリン作用薬により収縮し、遠近調節を行う。

　21)
ネコ瞬膜は、交感神経の興奮によりα受容体を介して吸収する。


以下正しい記述の組み合わせはどれか


(1)ネコ瞬膜を支配する交感神経の節前線維を電気刺激しても瞬膜は収縮しない

(2)神経節遮断薬存在下でネコ瞬膜を支配する交感神経の節後線維を電気刺激

　 すると、瞬膜は収縮する

(3)ネコ瞬膜を支配する交感神経の節後線維を電気刺激すると、瞬膜は収縮する

(4)神経節遮断薬存在下で節後線維を電気刺激すると、瞬膜は収縮する

(5)神経節遮断薬存在下でα受容体作動薬を投与すると、瞬膜は収縮しない


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(5)
c.　(1)、(4)、(5)


d.　(2)、(3)、(4)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）１．電気刺激を与えれば興奮が神経に生じ縮瞳する。

　　　２．正しい。神経節の遮断薬はAchN受容体を遮断するが、α受容体には関係ない。

　　　３．正しい。

　　　４．正しい。

　　　５．神経節はN受容体であり、α受容体とは関係がない。

　22)
自律神経節と節遮断薬について正しい記述の組み合わせはどれか

(1) 自律神経節遮断薬を投与すると、心臓では交感神経が優位なので、

　 心拍数は減少する

(2)ヘキサメトニウムは自律神経節のニコチン受容体において、アセチルコリン 

　 と競合拮抗することにより、節遮断する

(3)ニコチンの投与により腸管は初期に興奮(収縮)し、後期に抑制(弛緩)される 

(4)動脈血管には交感神経の神経支配はあるが、副交感神経の神経支配はない

(5)ニコチンは、自律神経節の細胞膜電位を持続的に過分極させる


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(5)
c.　(1)、(4)、(5)


d.　(2)、(3)、(4)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）１．自律神経遮断薬を使うと臓器により、優位は神経の遮断が表面に出る。心臓は副交感神経優位なので頻脈が起こる。

　　　２．正しい。

　　　３．正しい。ニコチンの特徴はfastEPSPによる初期興奮と脱分極性遮断による後期抑制。

　　　４．正しい。

　　　５．ニコチンは持続的な脱分極を起こす。

　23)
解熱性鎮痛薬について正しい記述の組み合わせはどれか

(1) 解熱鎮痛薬のアスピリンは視床下部体温調節に働き、発熱時の

 　セットポイントを正常体温のそれにまで下げる

(2) 非ステロイド性抗炎症薬であるインドメタシンの鎮痛作用は末梢性で

内蔵痛には無効である

(3) 非ステロイド性抗炎症薬は、プロスタグランジンやロイコトリエンの

生合成を抑制する

(4)アスピリンやインドメタシンによって合成が抑制されるプロスタグランジン


　 は、痛覚受容体に作用して直接痛みを惹起する

(5)解熱鎮痛薬のアスピリンには、血小板凝集抑制作用がある


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(5)
c.　(1)、(4)、(5)


d.　(2)、(3)、(4)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）１．正しい。

　　　２．正しい。NSAIDsの作用点は抹消の痛覚神経線維週末であり、中枢には無効。

　　　３．NSAIDsはCOXを阻害することでPGs合成を阻害するが、LTの合成は阻害しない。

　　　４．PGsは自発痛はないが痛覚を過敏にする。

　　　５．正しい。NSAIDsは血小板凝集因子であるTXA2の合成を阻害する。

　　　よって（ｂ）

24) [image: image3.png]


右の図ではイヌＢの脾動静脈をイヌＡの

大腿動静脈とつなぎ、イヌＢの脾臓のみを

イヌＡの血液で還流している。イヌＢの

脾臓近くの脾動脈にブラジキニンを注射

すると、侵害刺激によりイヌＢは鳴き声を

発する。

この実験で正しい記述の組み合わせはどれか

(1) アスピリンをＡに前投与した後、ブラジキニンを注射すると

 　Ｂは鳴き声を発する

(2) アスピリンをＡに前投与した後、ブラジキニンを注射すると

　 Ｂは鳴き声を発しない

(3) アスピリンをＢに前投与した後、ブラジキニンを注射すると

　 Ｂは鳴き声を発する

(4) アスピリンをＢに前投与した後、ブラジキニンを注射すると

　 Ａは鳴き声を発する

(5) アスピリンをＢに前投与した後、ブラジキニンを注射すると

　 Ｂは鳴き声を発しない


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(5)
c.　(1)、(4)、(5)


d.　(2)、(3)、(4)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）イヌBの脾臓はBの体内にあるが、血流はイヌAのものである。Aにアスピリンを投与すればイヌA血流およびイヌBの脾臓中にはアスピリンが存在し、キニンを与えてもA、Bともに痛みを感じない。しかし、イヌBにアスピリンを投与した場合、イヌA血流およびイヌBの脾臓中にはアスピリンが存在せず、キニンによってA、Bともに痛みを感じることになる。よって（ｄ）

　25)
薬物代謝酵素と基質の組み合わせで正しいのはどれか

(1) cytochrome P450 1A2



－　テオフィリン

(2)cytochrome P450 2C9



－　ワーファリン

(3)cytochrome P450 3A4



－　シクロスポリン

(4)UDP-グルクロノシル･トランスフェラーゼ

－　イリノテカン


a.　(1)、(3)、(4)のみ
b.　(1)、(2)のみ
c.　(2)、(3)のみ


d.　(4)のみ

e.　(1)～(4)のすべて

解答）１．正しい。

　　　２．正しい。

　　　３．正しい。

　　　４．正しい。

26)薬物の吸収に関わる因子はどれか

(1)門脈血流量


(2)cytochrome P450 1A2

(3)cytochrome P450 3A4

(4)胃内滞留時間

a.　(1)、(3)、(4)のみ
b.　(1)、(2)のみ
c.　(2)、(3)のみ


d.　(4)のみ

e.　(1)～(4)のすべて

解答）（１）～（３）は吸収後に関係してくる要素。よって（ｄ）

　27)
治療薬物モニタリング(ＴＤＭ)が行われる薬物について正しいのはどれか

(1)薬効が血中濃度に依存するもの

(2)静脈内投与されるもの

(3)安全域が広いもの
(4)血中濃度に依存して副作用が出現するもの

(5)薬物動態が非線形を示すもの


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(5)
c.　(1)、(4)、(5)


d.　(2)、(3)、(4)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）TDMは①薬物動態が非線形であり②安全域が狭く③薬効または副作用が血中濃度に依存　ような扱いにくい薬物において行われる。（ｃ）

　28)
高齢者における薬物動態に影響を及ぼす生理的変化で正しいものはどれか

(1)体脂肪量の低下
(2)体水分量の低下
(3)胃内pHの上昇

(4)肝代謝能の低下
(5)糸球体濾過の上昇


a.　(1)、(2)、(3)
b.　(1)、(2)、(5)
c.　(1)、(4)、(5)


d.　(2)、(3)、(4)
e.　(3)、(4)、(5)

解答）１．必ず高齢になると体脂肪量が増加するといえない。

　　　２．正しい。

　　　３．正しい。

　　　４．正しい。

　　　５．糸球体濾過率は減少する。　よって（ｄ）

　29)
薬物と副作用の組み合わせについて次のうち正しいものはどれか

(1)光過敏症


－　サルファ剤

(2)ＱＴ延長症候群

－　β遮断薬

(3)ライエル症候群

－　ペニシリン系抗生物質

(4)Steven-Johnson症候群

－　非ステロイド性消炎鎮痛剤

a.　(1)、(3)、(4)のみ
b.　(1)、(2)のみ
c.　(2)、(3)のみ


d.　(4)のみ

e.　(1)～(4)のすべて

解答）１．正しい。

　　　２．正しい。

　　　３．正しい。

　　　４．正しい。

　30)
心電図ＱＴ時間延長について正しいものはどれか

(1)上室性頻拍の危険因子である 

(2) 薬物相互作用の結果、生ずることがある

(3) フェノチアジン系薬物はＱＴ時間を延長させる

(4) 三環系抗うつ薬はＱＴ時間を短縮させる

a.　(1)、(3)、(4)のみ
b.　(1)、(2)のみ
c.　(2)、(3)のみ


d.　(4)のみ

e.　(1)～(4)のすべて

解答）１．正しい。

　　　２．正しい。

　　　３．正しい。

　　　４．延長させる。
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